
人口分析結果（シミュレーション）

本市で想定される
人口変化のシナリオについて
1

資料２



本市の⼈⼝増は若い世代の転⼊超過が⽀える
 男性：15〜24歳、⼥性：15〜39歳

シナリオ１：若い世代の転⼊超過が縮⼩
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近年の年齢階級別人口移動の推移（2005年→2010年）

男性

女性 他自治体が「総合戦略」を推進するため、
このまま手を打たなければ、若い世代の

転入超過が縮小する？

（出典）総務省「国勢調査」を基に、まち・ひと・しごと創生本部推計
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推計シナリオの比較 ［本市の強みである若い世代の転入超過が縮小した場合］

シナリオ1-1 転入超過・３割減
シナリオ1-2 転入超過・５割減
シナリオ1-3 転入超過・７割減
パターン① 社人研推計（出生率：1.38）
国勢調査実績

※１シナリオ1-1～1-3は、パターン①をベースにしている
※２男性は、15～24歳の転入超過が縮小することを想定
※３女性は、15～39歳の転入超過が縮小することを想定

影響① 総人口が減少
若い世代の転⼊超過が縮⼩すれば、従来の想定以上に
人口減少が進む恐れがある。

3（出典） 実績値：総務省「国勢調査」
推計値：まち・ひと・しごと創生本部提供データに基づくシミュレーション

若い世代の転入超過の
縮小（※1、2）が

拡大すれば、総人口の
減少幅も拡大する



影響② 65歳未満の人口が減少
総人口の減少は、主に65歳未満の人口減少によると想定
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（出典） まち・ひと・しごと創生本部
提供データに基づくシミュレーション
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パターン①（2060年）

男性 女性

（人）

総人口：22.3万人

10.9万人 11.5万人
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シナリオ1-3（2060年）
転入超過・７割減

男性 女性

（人）

総人口：20.5万人

9.9万人 10.6万人

65歳以上の
高齢者の数は
あまり変化しない

若い世代ほど
減少が著しい



シナリオ２：出⽣率の上昇による⾃然増の拡⼤

本市の合計出⽣率は、近年上昇傾向にある
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1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

全国 1.46 1.50 1.42 1.43 1.39 1.38 1.34 1.36 1.33 1.32 1.29 1.29 1.26 1.32 1.34 1.37 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43

東京都 1.10 1.14 1.11 1.07 1.05 1.05 1.03 1.07 1.00 1.02 1.00 1.01 1.00 1.02 1.05 1.09 1.12 1.12 1.06 1.09 1.13

区部 1.06 1.09 1.02 1.03 1.01 1.00 0.98 1.00 0.97 0.98 0.96 0.96 0.95 0.98 1.01 1.04 1.06 1.08 1.08 1.12 1.16

市部 1.27 1.31 1.23 1.22 1.20 1.19 1.16 1.18 1.14 1.15 1.12 1.13 1.09 1.15 1.18 1.20 1.20 1.24 1.22 1.24 1.27

府中市 1.38 1.41 1.40 1.30 1.36 1.30 1.26 1.28 1.28 1.28 1.20 1.26 1.15 1.29 1.27 1.32 1.31 1.35 1.35 1.35 1.37
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（出典）東京都「人口動態統計」

※合計特殊出生率の算出に用いる年齢別女子人口は、全国と東京都は10月１日付、市区町村は1月1日付である。

さらなる上昇が実現できれば、
自然増が拡大するのではないか？



効果①：出⽣率UPで人口減少を回避
転⼊超過の縮⼩は避けがたいが、出⽣率の上昇が
実現できれば、総人口減少の回避が期待される
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推計シナリオの比較 ［転入超過の縮小を出生率上昇で補完した場合］

シナリオ2-1 転入超過・３割減、出生率：1.8
シナリオ2-2 転入超過・５割減、出生率：1.8
シナリオ2-3 転入超過・３割減、出生率：1.6
シナリオ2-4 転入超過・５割減、出生率：1.6
パターン① 社人研推計（出生率：1.38）
国勢調査実績

※想定する出生率

出生率：1.8 ⇒国の長期ビジョンで想定する希望出生率
出生率：1.6 ⇒市民が実際に持てそうな子供の数（市民アンケートより）

（出典） 実績値：総務省「国勢調査」
推計値：まち・ひと・しごと創生本部提供データに基づくシミュレーション

合計特殊出生率は「1.6」※を
超える水準が必要か？

若い世代が実際に持てそうと
考えている子供の数は

平均1.6人



効果② 人口構造のバランス改善
若い世代の厚みが増し、各年齢階級の⼈⼝が均衡する
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（出典） まち・ひと・しごと創生本部
提供データに基づくシミュレーション
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パターン①（2060年）

男性 女性

（人）

総人口：22.3万人

10.9万人 11.5万人
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シナリオ2-1（2060年）
転入超過・３割減

出生率：1.8

男性 女性

（人）

総人口：24.2万人

11.9万人 12.4万人

各年齢階級の
人口数が均衡する

若い世代の
厚みが増す


